ーーーーーーー っ ニーーー“ 


ーーーーーーー 


冬 控 全 ホー 守 
だ 末 # 
) 槍 の っ 司 
村 が 所 ( ほ 
M と 
5 』 
# ょ # 
本 
1 


@ エ リン ソン 夫人 


介 ス マイ リー 


Se 


ーー を 
こ ? 


⑯ レ スト ラン ト 警 部 


介 目 官 


ー ぶ N 山 + 村 部 限 


2 ン ニ ヽ 


リ ント ツ V 
SM 


1 
5 
1 
H 


監督 


昭和 16 年 東京 都 黒田 区 に 
年 学習 院 大 学 政 経 学部 座 


に は 「 ホ ルス の 大 置 険 」「 贅 
「 未 来 少年 コナ ンコ 「 ル バン > 


0 アニ メニ ジョ リョ 誌 で 度 と 
な く 紹 介さ れ た 「 名 探偵 ホー ム 
ス 」 が よう や く 劇 場 で 見 れ ま す 。 
そこ で 、 映 画 を 見 る 前 に いく つ 
か の 名 場面 を 予告 編 風 に 紹 

まず は 、「 青 い 紅 玉 の 巻 」 か ら 車 
同士 に よる チェ イス ・ シ ー ン 
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宮崎 アニ メ の 特徴 の ひと つ に 、 自 然 
カ の 作用 を 無視 し た 動き と 、 リ アル 
動き の 描写 が ある 。 ACT 2 は プ テ ラ 
ドン 上 で の ポリ ィ と モロ アッ チ の 追 
か けり 場面 。 プ テラ ノド ン の 相 の 上 を 
げ る ポリ イ を 教授 は 身 を 乗り だ し て 
か まえ よう と する が 、 風 圧 の た め 、 
ント は 顔 に か か り 、 重 さ の た め 思 わ 
ほ を つき 破っ て し まう 。 


= 
ーー) 
上 ゴ 
ーー 
ニー) 
ulL 
ーー 
ee 
ーー) 
ー デ 


ACT 4 は 、 慣 性 の 動き を コミ カル に 


描い た 名 場面 。 モ ロア ッ チ 教授 の 発砲 上 


で プテラノドン の エン ジン が こわ れ 、 
タワ ー・ ブ リッ ジ に せま っ て いく 。 
「 総 員 退 避 ! 」 の か け 声 で 、 か け 足 を 
は じ め 、 そ の まま プテラノドン か ら 離 
れ 、 空 中 を か け 足 し な が ら つ きつき と 
海 に 落ち て ゆく 教授 、 そ を し て トッ ド 。 


巻頭 、 プ テラ ノド ン で 人 々 の 目 を 
引き つけ 、 そ の 騒ぎ を 利用 し て 「 青 
い 紅 玉 」 を 盗み だ す モ ロア ッ チ 教授 
青い 光 を 発する 宝石 「 青 い 紅 玉 」 の 
場面 は 、 ブラシ と 透過 光 で 処理 され 
教授 が つか ん で 袋 に 入れ る まで 青い 
光 が キ ラキ ラ と 変化 する 。 そ の 立体 
感 に は 驚か され る だ ろう 。 


3 

ACT 5 は ACT 4 に つづ く ク ライ マッ 
クス ・ シ ー ン 。 プテラノドン に 残さ れ 
た ポリ イィ を 助け る た め 、 ベ ン ツ を フル 
スピ ー ド で 走ら せる ホー ムズ 。 ワ ォ ー 
ッ と ば か り 、 急 傾向 の 橋 を 滑走 し て 空 
中 人 へ 人 ジャ ンプ 、 プ テラ ノド ン か ら 飛 翔 
し た ポリ イィ を 無事 キャ ッ チ する 。 スリ 
ル と スピ ー ド 感 に あふ れ 、 心 ワク ワク 
する ベス ト ・ シ ー ン で ある 。 
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煙 を た て て 滑走 する ベン ツ 、 ゆ っ く 
り と 降下 する プテラノドン 、 プ テラ ノ 
ドン か ら 飛 翔 す る ポリ ィ 、 と それ ぞ れ 
違っ た スピ ー ド の も の が 互い に 交差 。 
バラ バラ に な っ た ベン ツ の 部 品 、 ホ ー 
ムズ た ち 、 ぬ い ぐ る み の ウ ィ ニ ー が 重 
い 順 に すべ り 落 ち て くる 場面 と 、 ス ピ 
ー ド 感 を 確実 に と ら え た 作画 ・ 演 出 は 
見 事 と いう ほか は な い 。 


! 海 底 の 財宝 の 巻 」 で は 、 双 眼鏡 や 潜 

鏡 な ど を 使っ た “の ぞ き 見 ” に よる 
ャ グ が 傑出 し て いる 。ACT 6 も その 
と つ だ が 、 ACT 7 は 、 潜望鏡 を の ぞ 

W モ ロア ッ チ 教授 を 驚か せ 、 ベ べ ロ ベロ 


K ロ と お ちょ くる ワトソン 。 ACT 8 は 、 


EEg ッ カン ベー を する 教授 を 双 鏡 鏡 で の 
き 見 た 司令 視 が 、 負 け じ と アッ カン 
パー を や り 返 す 珍 場面 で ある 。 


2 
「 青 い 紅 玉 の 巻 」 に つづ く 「『 海 底 の 
財宝 の 巻 」 に は 、 ハ チャ メチ ャ に 強 
烈 な イメ ー ジ の ライ サン ダー 兄弟 が 
ゲス ト 出 演 し て 、 パ ワ フ ル な ギャ グ 
が 続出 し て いる 。 ま た 、 レ スト ラン 
ト 警 部 の 大 活躍 編 で も あり 、ACT 6 
は 、 潜 航 艇 で 逃走 し た 教授 の 行方 を 
手 信号 で 知ら せる 警部 の ユー モラ ス 
な シー ン 。 犯人 は … 足 元 を … 逃 走 中 。 


ACT 9 は 、 自然 な 力 の 作用 (いね 
る ニュ ー ト ン の 法則 ) を 無視 し た ギャ 
・ シ ー ン の ひと つ 。 モ ロア ッ チ 潜 角 
の 爆発 の 勢い で 海上 に 飛ば され た 6 
コノ ッ ! コ ノッ! と ホー ムズ を キ 5 
し よう と する 教授 に 対し 、 ホ ー ム 5 
両手 を ポケ ッ ト に 入れ た まま 常に 
で す 。ACTI0 は 、 思わ ず タ コ を が な 
て る 教授 に 注目 ! 2 


邪悪 的 で 犯罪 を 愛す る バッ ド ・ ガ イ モロ アッ し い ハ ン サ ム ・ ガ イ ホー ムズ 


N 


田 | 『 誌 
佑 s 公 
彦 * ズ 


= ミド 


ご ヽ 


rv 


れ 

MES 8 以 

外国 TV シリ ー ズ 「 事 件 記者 コ 外国 TV シリ ー ズ 「 大 草原 の 小 来 
ルチャ ッ ク 」 の カー ル ・ コ ル チ さ な 家 」 の チャ ー ル ズ 父 さん や 


ャ ッ ク や 「 旧 ルパン 「 ト ラッ ク 野 郎 1B・J」 の B・J 全て 0/ 
川 五 ェ 門 な ど 、 本 人 ・ マッケイ の 声 な ど 心 が 暖か く 2 
マジ メ な の に どこ か ユー モラ ス 」 頼も し い 役 柄 で 定評 ある 柴田 さ 1 2 ミ i 
な 役柄 が うま い 大 塚 さ ん 。 セ リ ん 。 ポ リィ を 優し く 見 守る ホー 
フ ひ と つ ひ と つが 楽し み で す 。 ムズ に は ピッ タリ 。 


、 衣 井 一 郎 / プ フイ サンダー 兄弟 


「 未 来 少年 コナ ン 」 
の ダイ ス や 「 う る 星 」 
の 錯乱 坊 で の 名 演 が 
どう 爆発 し ます か 。 


「 う る 星 」 の メガ ネ 
や 「 ミ ン キ ー モ モ 」 
の カジ ラ な ど 尾 演 で 
知ら れる 千葉 さん 。 


「 海 底 の 財宝 の 巻 」 ア フレ コ 試 写 の 前 に 、 出 
演者 全員 で 記 訪 撮影 。 
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「 銀 河 鉄道 999 」 の 車 
掌 さ ん や 「 ド ラ え も 
ん 」 の スネ 夫 な ど ヒ 
ョ ー キ ン な 役柄 。 


スマ イリ ー ニ 又 ー 成 


ee 


「 う る 星 や つら 」 の 
チビ や 「 黄 金 戦 士 ゴ 
ー ル ドラ イタ ン 」 の 
ライ タン 役 な ど 多 数 。 


「 ア ラ レ ち ゃ ん 」 の 
スッ パ マ ン で の バカ 
バカ し いま で の 家 
面目 風 ” が 楽し み 。 


ポリ ィ / 田 中 真紀 


筐 


「 う る 星 」 の 意 之 介 
は 女の子 が 男 の 次 を 
し て いる 役 。 ポ リィ 
は どう 演じ ます か 。 


(ヤン ン 人 


「 ゴ ッ ド マー ズ 」 の 大 塚 長 
宜 や 「 ポ トム ズ 」 の ゴウ ト 
な ど 、 小 ぶ と り で まとめ 役 
の キャ ラク ター を 演じ させ 
て は 一 番 で す 。 
ワトソン / 富田 耕 生 


エリ ソン 夫人 / 信 沢 三恵 子 
「 母 を た ず ね て 三 千 里 」 の 
フィ オリ ー ナ 、「 未 来 少年 コ 
ナン 」 の ラナ に 続く 宮崎 作 
品 。 島 本 須美 さん に 続く 出 
演 決 定 に ファ ン は 大 喜び 。 


銃 だ ! 銃 だ !「 財 宝 」 で は モロ 
アッ チー 味 全員 が 乱射 ! 


この 映画 の 舞台 は 19 世 紀 の ロ ンド ン 。 そ の 背景 を みて いる だ あな た も この 時 代 へ 飛躍 する こと が で 
きる の で す 。「 み な さま 、 左 に 見 えま す の が ロン ドン ・ ブ リッ "いま ぁ す 」 


「 紅 玉 」 で ホー ムズ の る す を 守る 
ワトソン の 雄 次 ? 


ー マ ニ マニ ・T せ > 


・@ 


| 


「 財 宝 」 の ライ サン ダー 大 佐 は お 「 財 宝 」 に 登場 する イギリス は サ ロン ドン 名 物 の 邑 を 利用 し た 「 「 青 い 紅 玉 の 巻 」 冒頭 の ロン ドン 
を 守る た め に 銃 を 常備 し て いる リー 州 の いな か 町 玉 」 の ポリ ィ 誘 拐 の シー ン の 描写 より 


ニー サーHSY さ ユ 


三 皿 還 e ぶ ((T 光 て 
((S「 ト ー サ 横 薄 玖 」 


多 ま で 飛び だ し た ! お っ 薬 散 イギリス と いえ ば 古城 が 有名 で 「 海 底 の 財宝 の 巻 」 で は これ また 玉 」 の 冒頭 で は ロン ドン の 中 
まで 飛び 出し た 「 財 宝 」 の 風景 に も 描か れ た 名 物 の 雨 を 効果 的 に つか っ た 心 街 が 舞台 に な っ て いる 


sr 誠 光 行 さく H ボ SA 若 
商 
^ 


「 財 宝 」 で モロ アッ チ の アジ ト 発 見 を 知 
ら せ た 手 ば た 信号 


C 


ライ サン ダー 大 佐 の 船 を 探す ホ 


パ が 
きま / 

e W NN 

「 財 宝 」 で 登場 の 新聞 。 こ の 写真 は 水中 
で 撮っ た の だ ろう か 7? 
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ニ 


s 叶 叶 さ ロ 
ユ 人 演 上 は 人 時 。 園 避 せどり は 


き n 下 8 剛 受 F へ は せまり 
・ さ ひさ ざき さ 翌 部 湊 


せ 史 人 計 叶 る 幅 選 と とせ 
すさ 計 は ,/ 宙 S せ て 党 災 (((( 
部 洒 悦 器 半 と 中 る で きら 画 


放 で は 「 田 苗 と 通 」 宮 章 蝶 | 
。 


串 
9 


い 


ホー ムズ 愛用 の パイ プ は 、 し っ か り 手 い 
れ さ れ て いる よう で す 


本 で は この よう に 銃 の 玉 を 保持 し て い 


ます と 逮捕 され て し まい ます 


ポリ ィ ゆ うか い の た め に モロ アッ チ が 送 
っ た ニセ 手紙 。 筆跡 は そっ くり ? 


「 紅 玉 」 で は 夜 の ベー カー 街 が 事件 の 終 
幕 を 待っ て いた の だ 


地下 専用 ロロ が ベン ツ の 出入 り 口 に な っ て 
いる の だ 1 


2 階 か ら | 階 の 玄関 を 見 下る ろ す と ころ 。 
建物 内 部 の 様子 を 描い て いる 


法 


上席 きき \ ベ テコ (ドー は 
fi 。 剛 民 HS と 汗 Y ご ご H 


語 つ >! ビ ーー ラ + 


送 了 


避 帳 千 さ で 芋 石 奉 弟 中 和 浦 下 
。 び '( ( 


ae、 
と ざさ 旧 


陸 V せ 喜 生 た S 骨 各 主 


の 
S 遂 計 ,/ て ご き で 。 は S4 


。 は S 上 沙 き ③ こ せ を 


ゞ 8 学 明和 き S 


「 海 底 の 財宝 」 の 冒頭 、 雨 ふる ベー カー 
街 は 事件 の 発生 を 待っ て いた 


T 紅 玉 」 で の 手紙 受け と り の 
ー ム ズ の 部 屋 が 2 階 で や る こと が わか 


ホー ムズ ら の 乗る ベン ツ が し まっ て ある 
車庫 は 地下 | 階 に ある 


江 艦 の よこ 。 行き か う 船 と の 対比 て その 
大 き さ が うか が える 


大 美 帝 国 海軍 の 艦艇 群 。 上 記 の 軍艦 より 
も 小型 な 行動 型 


中 


サオ 」 


ヾ 喧 田 ry 
ー 門 末田 き 式 


9 避 苗 。 扇 居 S 伽 閣 圏 民 産 
。 は で 束 ま きき 閉 


訓 避 人 せ は 9W コ 人 石 「 和 トー 
4(((( 。 引 2 民 対 と 2 と は 豆 天 


9 こさ 石 さ と の さき 避 上 其 本 
「W 当 み 寺 ニ H・ マ ー ュ N」 


り ば 吾 面 状 | 


戦艦 の うし ろ 姿 。 乗降 用 タラ ッ プ も 見 え 
る が や は り 砲 塔 の 数 が 目立つ 


宮崎 アニ メ と いえ ば や っ ぱり 帆船 が 似 合 


いま すね 


レス トラ ント 警部 の 乗る 船 。 モ ロア ッ チ 
一 味 を 追う 


ベン ツ の 動か し 方 講座 その 2 エン ジン 
は は ずみ 車 に よっ て 始動 し ます 


ベン ツ の 正しい 乗り 方 講座 ・2 急 発進 


は 危険 な の で や め よ う 
思 NE 


この 時 代 は ベン ツ よ り 馬 車 の ほう が 主流 
の よう で す 


ご 」 


いで 人 は さ ) 


。H9w さ へ へ で 詩 斗 喜 司 
均 AX 昌 副 加 (ig 。 翌 再 
。 叶 AS 爺 芋 


NH ポー ミ 志 凍 放 さ ーー トー 
WAS ポロ 由 吾 A「 田 肖 」 


| 
ム 
時 
の 
足 
の 
紹 
介 
6 
足 


1 
4 
ド 
フ 
シ 
ツ 
ッ 
1 


い 
い 
ま 

し 
も 
で 
は 
自 
重 
車 


限 S さ V > 守 で コロ 


ベン ツ の 動か し 方 講座 その | まず 、 車 
の うし ろ に いき エン ジン を か け ま す 


ベン ツ の 正しい 乗 ? 方 講座 ・」 ハン ド 


ル は し っ か り に ぎ ろ う 


ホー ムズ た ち を 見 送る エリ ソン 夫人 。 べ 
ン ツ の 運転 は で きる の で し ょ う ね ⑦ 


「 紅 玉 」 で の トッ ド 、 ス マイ リー の 料理 「 財 宝 」 で の ティ ー タ イム の お と も は こち ら は 前 か ら 、 ハ ンド ル が つい て いま エア シッ プ の カー ゴ を うし ろか ら 見 た と 
は ゆとり が あり ませ ん で し た クッ キー で じ た す が ど こ に つなが っ て いる の か ・ な ? ころ 


で り 海 と の は 有 l け 越 ン 参 に 介 
す の の 最 し が 住 細 海 え タホ 照 つ “ ゲ 
ね 時 む 初 て す 居 部 上 る ル | の い 汽 ス 
^" 間 こ は 頭 こ ・ 点 へ ヘ シ ・ ム こ て 車 ト 
が う テ に と 習 検 1 | RIDE ジ ズ 之 は ! を ズ 
大 で イィ イ 入 が 展 の 暫 2 ポ アー と う 設 2 の : カ 
事 は | れ な 編 パ の 2 ショ 20 定 2 だ の 馬 
SS | と う 陽 ツ ッ ト ' 資 くい 庄 還 較 
ROSS OS ト - "の プ ソ 料 各 い 
れい ム て うに 2 ひ が ン の メシ ツウ 
て っ 時 くに け ・ し か 海 の ぺ カ | 
いた 景 計 前 な こ り 岸 乗 | の ン 
る ゆか 選 知 く こ を 線 る >a を ププ 
ん と ら “識見 で 受 を レ を 部 紹 
人 @ 
河和 パ 
ド 


1 も 
MM MM M る 5、 ee 一 へ 
普段 は 男の子 っ ぽく し て いて も し ぐさ は ポリ イ が ホー ムズ ら を 招い た さい に 出し プテラノドン の コク ピッ ト マー キン グ プテラノドン プロ ペラ を 使用 し た 軽 飛 
女の子 で す た 超 豪 華 サ ンド ウィ ッ チ が し て ある の に 注目 ! 行 機 の 一 種 ? 


モロ アッ チ 教 授 が 外装 だ け 造 っ た 潜水 艇 。 


モロ アッ チ の アジ ト 。 男 所 帯 と いう の は 
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